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（1）西京極自主防災会プロジェクト    

・キャッチボールから始める防災チーム   
・小さな意見が災害時の防波堤     
・みんなで考える災害時対策     
・助ける人、助けられる人も減災知識を 
・みんなで作る災害時スタンプ     
・参加者に伝わり、町内に持ち帰る訓練   

各町参加型の訓練にする！
（主催者からの一方通行ではなく参加者と共に考える訓練）
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（2）2026年度西京極総合防災訓練の開催概要  

• 開催日  ：2026年5月31日（日）8時30分から12時30分

• 開催場所：京都市立西京極小学校 体育館/校庭

• 参加者：合計196名

町参加    ： 158名（参加町38町）

来賓者    ：   15名

消防団   ：   5名

自主防災 ：   18名



5/23

（3）当日訓練プログラム/会場レイアウト

(プログラム)

①AED体験/ダンボールベット/簡易テント/仕切りパネル体験

②起震車体験

③スモークハウス ・消火器体験 ・マンホールトイレ

④みんなで取り組み考える災害時対策

・災害時の食材簡易調理法、ローリングストック商材、冷蔵冷凍食品の対応

・寒暖対応、火元、電源対応、カセットコンロの活用    

・災害時自宅/身近にあるものの活用提案(トイレ、ぺットシートの活用、災害時必需品)

・災害時にそなえる防災用品 （防災バッグ＋災害時必需品）    
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（3）当日訓練プログラム/会場レイアウト

班分けの20項目の分類は、防災士:太田興
先生の取り組みを参考にさせていただき、
西京極オリジナルの分類をいたしました。

舞台

来

① ダンボールベット 賓 避

避難所仕切りパネル 受 難

簡易テント他備蓄資器材 付 所

（誘導班待機） 入 ③

口

マ ス 消

ン モ 火
ホ ｜器

視 と 盲 介 ｜ ク 訓
障 覚 の 導 護 ル ハう練
害 避 犬 必 が ト ウ
者 難 要 イ ス

聴 車
障 覚 椅
害 利 子
者 用

酸
ベ 素
携 ボ
帯 ン ②

食 感
ル 物 可 染 ④ 起
ギ ア 能 症 み 震
｜ レ 性 の ん 車

な 体
で 験
取

ペ み 子 り
ッ の ど 組

同 ト 避 も み
伴 難 の 考

営 避 乳 る 難
可 難 幼 コ 所
能瀬所 同 児 ｜ 出
者 運 伴 ナ 口

｜

防
災

④ 旗
置

場

北

外
国
人

西京極総合防災訓練2026レイアウト　（西京極小学校）

齢
者

旅
行
者⑳

避

レ

（校庭）

（正門前）

り

4　班
（7ブロック） （8ブロック）

賓

席

需
品

◎歩
行
困
難

が
け

人

ト

イ

レ

対

策

災

食品知識と対策 火元・電源知識

3　班

婦

妊

高

みんなで取り組み考えるコーナー

⑬

災害対策本部

避難者受付

←1　班
（３ブロック） （2ブロック （1ブロック）

（４ブロック）

⑤

⑮

（9ブロック

⑲ ⑰

⑦

時
必

体
調
不

（10ブロック）

⑱ ⑯ ⑭

え

④ ②

⑨⑪

害

⑫

2　班
（６ブロック） （５ブロック

⑩ ⑧

良

持
病
あ

南

①　ＡＥＤ体験

←

↓

西
東

③ ①

⑥
来

(レイアウト)



7/23

（4）取り組み訓練内容（掲示/展示品①）

            自治会未加入者への参加促進をお願いします。

　　　　　地震　・　台風　・　洪水などの自然災害をはじめ、火災・盗難・交通事故など

　　　　　身近なところに災害や災難は潜んでいます。

　　　　　何らかの事件や事故に遭遇したときに頼りになるのは身近な町内の人々や

　　　　　自治連合会の諸団体の制度です。‘いざ，と伝うとき、みんなの協力と手助けを

　　　　　「する人・される人」になっていただく　「町内会」　活動に理解をいただきご協力を

　　　　　お願いいたします。

（地震災害への備え）

「自分の命」　「自分の財産（家族）」は自分で守る

　　　　　〇家の中で一番安全性が高い場所を事前に確認

　　　　　　「一般的に玄関口が安全性が高いと言われています（建築形状を確認のこと）」

　　　　　　※救援を要する場合も玄関口が発見しやすい傾向にあります。

　　　　　〇家族が別々の場所で連絡が取れない場合を想定し集合場所、連絡方法等の

　　　　　　申し合わせをしておく。

　　　大きな地震が発生しても、地域避難所は自主防災会役員が開設します、被害

　　　状況により避難所開設が２～３日以上かかることが想定されます。

西京極自治会連合会　・　各町内会

『西京極自主防災会　個人行動マップ発信』　

自主防災は　自治会・町内会活動です

　　　           『西京極自主防災活動は、皆様方から徴収した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  自治会費で運営されています』

　　     自治会・町内会は、まちと人を守っています

　　　　　　　　　　　         ご近所の絆で安心・快適なまちに

［水害］ 「水害予測による、避難勧告、避難指示に伴う避難所避難の認識」

①第一避難準備者としては、川の氾濫により家屋が流される可能性のある住民。

　　（築５０年以上の木造家屋）

②第二避難準備者としては、川の氾濫等により、床上以上の浸水が予測される

　平屋家屋の住民。　　（右京区水害マップ参照）

※第一避難場所は近隣学校の体育館を基本として開設しますが、氾濫、浸水

　　状況により校舎二階以上への避難とします。

　　　　　　　　（地域対応として近隣マンション等との連携）

「地域環境、居住環境を認識し、安全性を考慮した非難」

①避難勧告・避難指示発令に伴い各町防災部は上層階避難の呼掛けと同時に

　　要避難住民への避難所開設情報を伝える。（自治連、自主防発信）

②マンション等高層住宅については、二階以上の避難体制を構築する。

　（近隣住民の避難者受入体制を視野に入れた対応）

「西京極避難優先地域の設定と避難所開設」

①天神川西を第一避難対象地域とし、行政からの避難勧告情報（公式発令前）

　により避難所（西京極西小学校）を開設する。

②天神川東を第二避難対象地域とし、避難勧告公式発令後に避難所（西京極

　中学校、小学校）を開設する。

［避難所］ 「避難所開設に伴う申合せ事項」

①災害予測による避難者は避難から約８時間の飲食物を避難者各自が持参対応する。

②避難者は自ら避難所開設の協力を行う。

③各町防災部は避難者、避難拒否者を把握し連絡網に基づいた連絡先に報告する。

《西京極自主防災会　水害避難者申合せ事項》　
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（4）取り組み訓練内容（掲示/展示品②）

　　使えない（使いにくい・汚い・遠い・寒い）

↓

　　　　　トイレの利用を控えてしまう

↓

　　トイレ回数を減るよう食事・水分を控える

↓

　　　　脱水症状・血液粘度上昇・低体温

↓

　　　　　心筋梗塞・脳梗塞など重大疾病

《命に関わるトイレ環境》

　　避難所運営は地域住民の仕事

　　　　　円滑な運営に知識を出し合いましょう

　　災害が発生してから文句を言うより

　　　今のうちの意見を出し合い　

　　　　「住民主体の避難所」を目指しましょう

避難所に「お客さん」はいない

・住み慣れた場所で安心 ・室内の安全確保

・プライバシー確保 ・備蓄品などの事前準備

・自分で決める生活リズム ・トイレの使用不可

・ペットも過ごせる ・情報入手が困難

《在宅避難》

　　（良い点） 　　（問題点）
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（4）取り組み訓練内容（掲示/展示品③）

《自主防災会が選んだ災害時必需品》
〇　バウル 〇　スリッパ　（底厚）

〇　カセットコンロ 〇　笛

　　（カセットボンベ６本） 〇　水・塩

〇　懐中電灯（電池予備含む） 〇　あめ・チョコレート・羊羹

〇　携帯電話、ラジオ（充電器） 〇　梅干し

〇　ゴミ袋　（ビニール袋、レジ袋） (皆さんのご提案お願いします。）
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（4）取り組み訓練内容（掲示/展示品④）

【救出・救護・運搬器材】 【炊き出し用器材】

準備目安 準備目安

１０件/1 ２０件/1

１０件/1 ５０件/1

１０件/1 ５０件/1

２０件/1 ２０件/1

３０件/1 ５０件/1

３０件/1 ２０件/1

５０件/1 世帯数

世帯数

【備蓄資材】 【生活資器材】

準備目安 準備目安

各自世帯数 １００件/1

各自世帯数 ３０件/1

３０件/1 ５０件/1

３０件/1

３０件/1

１０件/1

５０件/1

ブルーシート

コ　ン　パ　ネ

簡　易　トイレ

飲　料　水 投　光　器

給　水　袋 コードリール

簡　易　テント

リヤカー 紙皿・コップ

三　角　巾

アルファ化米 発　電　機

つるはし カセットコンロ

ジャッキ 寸　同　鍋

担　架 柄　杓

《各町防災用品準備資器材》

バ　ー　ル バーベキューコンロ

ハンマー ガスコンロ

剣先スコップ プロパンガス

【その他防災用資器材】

エンジンカッター バ　ケ　ツ タ　オ　ル

番線カッター 給水ポンプ トイレットペーパー

工　具　セット テ　ン　ト 調理器具一式

台　車 消　火　器 物　干　竿

ヘルメット 長テーブル（コンパネ） 浄　水　器

ロ　ー　プ 救　急　セット 大　鍋
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（5）アンケート解析結果①（防災訓練全体を通して）
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(アンケート回答例)
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（6）アンケート解析結果② (みんなで取り組み考えるコーナー)

①食品知識と対策

②火元・電源知識

③災害時必需品

④トイレ対策
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（7）本報告書に関するお問い合わせ先

・西京極自治会連合会ホームページより

https://nishikyogoku-jichiren.com/

  (問い合わせ方法)

ホームページ内「お問い合わせ」より

・問い合わせ先アドレス(西京極自治会連合会アドレス)

nishikyogoku.jichiren@gmail.com

他学区の皆様、防災関連の各種団体の皆様との意見

交流の場をぜひ持たせてください。

https://nishikyogoku-jichiren.com/
https://nishikyogoku-jichiren.com/
https://nishikyogoku-jichiren.com/
mailto:nishikyogoku.jichiren@gmail.com
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